
器
財
訂
復
興
へ
願
い
込
め

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
国
際
医
療

ギ
フ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡

山
市
北
区
伊
福
町
）
が
支
援
を
続
け
る
岩

手
県
大
槌
町
の
県
立
大
槌
高
と
、
就
実
中

言
『
（
同
弓
之
町
）
の
両
吹
奏
楽
部
に
よ

る
「
絆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
1
9
日
夜
、
岡
山

市
内
で
聞
か
れ
た
。
復
興
へ
向
け
、
同
世

代
が
心
を
通
わ
せ
た
調
べ
が
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

　
大
槌
町
で
は
津
波
の
た

め
、
住
民
約
１
・
５
万
人

の
主
剤
が
死
亡
・
行
方
不

明
に
な
っ
た
。
高
台
に
あ

る
大
槌
高
は
被
害
が
な
か

っ
た
が
、
避
難
所
と
し
て

一
時
的
千
人
が
生
活
。
診

療
活
動
に
当
た
っ
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
、
生
徒
対
象
の
奨

学
金
制
度
創
設
や
、
文
具

や
制
服
を
贈
る
な
ど
し
て

き
た
。
演
奏
金
は
支
援
へ

謝
意
を
示
す
た
め
同
高
が

申
し
出
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
仲

介
を
就
実
側
が
快
諾
、
実

現
し
た
。

　
演
奏
会
で
大
槌
斉
の
1
4

人
は
、
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
る
被
災
者
の
思

い
を
示
そ
う
と
「
明
日
が

あ
る
さ
」
や
東
北
地
方
に

ち
な
ん
だ
演
歌
メ
ド
レ
ー

な
ど
1
0
曲
を
演
奏
。
就
実

中
・
高
の
6
2
人
は
復
興
支

援
へ
の
願
い
を
込
め
た
英

国
作
曲
家
の
吹
奏
楽
曲

　
「
陽
は
ま
た
昇
る
」
な
ど

３
曲
で
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
デ
ィ

ズ
ー
丁
メ
ド
レ
ー
を
合
同

演
奏
。
面
杖
の
絆
を
感
じ

さ
せ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

会
場
を
埋
め
た
約
３
５
０

人
が
温
か
い
拍
手
を
送
っ

た
。

　
就
実
高
吹
奏
楽
部
長
の

荒
島
幸
代
さ
ん
行
〕
は

「
勇
気
付
け
る
つ
も
り
が
、

逆
に
私
た
ち
が
元
気
を
も

ら
っ
た
」
。
大
槌
高
吹
奏

楽
部
長
の
毫
隆
裕
君
行
）

は
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
皆
さ
ん
の
力
を
大
き

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
１
１
１
１
－
―

震
災
復
興
へ
向
け
、
同
世
代
が

音
楽
で
絆
を
つ
な
い
だ
大
槌
高

と
就
実
中
・
高
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
音
に
変
え
て
演
奏
で
宍

た
。
今
度
は
大
槌
で
合
図

演
奏
し
た
い
」
と
た
か
ズ

合
っ
た
。
二
大
野
昌
彦
）

　
♂
扁
ｕ
園
一
議
隈
晋
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